
平成２５年度 新学術領域研究（研究領域提案型） 事後評価結果（所見） 

 

 

研究領域名 

学際的研究による顔認知メカニズムの解明 

 

研究期間 

平成20年度～平成24年度 

 

領域代表者 

柿木 隆介（生理学研究所･統合生理研究系･教授） 

 

研究領域の概要 

顔認知は言語認知と並んで、人間が社会生活を送る上で最も重要な機能と考えられるようになってきた。

顔認知機能の障害は教育現場においても様々な問題を生じている可能性があり、特に自閉症の子供達や、

引きこもりなどの状況に陥る学童での顔認知機能の障害の可能性が指摘されている。近年、欧米諸国では、

心理学、脳科学、基礎医学、臨床医学、工学、情報学などの幅広い分野で、「顔認知機能」の研究が非常に

盛んになってきているが、日本では未だ組織立った顔認知機能の研究体制が整っていない。この時期にこ

そ、様々な学際的な研究分野の研究者が集結して、新しい学術領域を開拓し、この重要なテーマの解明に

力を注ぐことが重要であると考え、応募申請することとした。 

 

領域代表者からの報告 

１． 研究領域の目的及び意義 

近年、心理学、脳科学、基礎医学、臨床医学、工学、情報学などの幅広い分野で、「顔認知機能」の研究

が非常に盛んになってきた。顔認知は言語認知と並んで、人間が社会生活を送る上で最も重要な機能と考え

られるようになってきたからである。実際、顔認知機能の障害は社会生活に歪みをきたすだけでなく、教育

現場においても様々な問題を生じている可能性がある。特に自閉症の子供達や、引きこもりなどの状況に陥

る学童での顔認知機能の障害の可能性が指摘されている。また、ゲームなどに多くの時間を費やし、対人関

係にかける時間がだんだん短くなっている現代の子供達においての、顔認知機能の発達障害、例えば相手の

表情から気持ちをうかがい知る能力の低下、などの可能性も重要な問題となりつつある。 

しかし、これまでは、人文系研究者（心理学等）、基礎医学者、臨床医学者、脳科学者、認知科学者、工

学者が一同に会して、一つの大きな研究テーマに取り組んできた例は非常に少なく、本領域の研究の発展が、

今後の学際的研究の模範的な例になれば、その効果は極めて大きいと考えられた。 

本研究領域の主要目標は、顔認知の発達過程を詳細に解明すること、顔認知が社会生活における役割を考

察すること、顔認知障害の原因解明とその治療法の開発を行うこと、顔認知に関連する脳内部位の特定を行

うこと、であった。そして、得られた研究成果を社会に還元すること、特に教育現場における様々な問題の

解決の一助となること、が最終的な目標であった。 

 

２． 研究の進展状況及び成果の概要 

全く新しい研究グループの立ち上げであったにもかかわらず、領域の活動は非常に活発で、約150編の英

文原著論文を発表した。自閉症などの疾患との関連が深い領域であっため、学術発表だけではなく、多く

の研究者や一般の方々に研究活動を知っていただくことも重要であった。医学、心理学、工学の３つの分

野を代表する学術誌で「顔認知」の特集号が組まれ、領域代表者と計画班員が編集を行った。これにより、

多くの研究者に「顔認知」研究の重要性と現在までの研究の進展と今後の展望を示す事ができた。また、

一般の方々向けには東京大学出版会より「顔を科学する」（編集：山口真美、柿木隆介）を上梓した。ま

た、一般の方々を対象とした市民講座「顔認知の発達と自閉症の特徴、そして支援の展開」を日本科学未

来館で開催し、300名近い方々が参加された。このような社会貢献に関しての研究達成度は非常に高いと自

負している。 

本領域の活動によって初めて出会った研究者も多く、まさに学際的な領域であったが、「顔認知」という

キーワードの元に研究者が互いに切磋琢磨し助け合って、非常に良い成果を上げたと思う。今後は、治療



につながるような研究をより重点的におこなっていくべきだと考えている。世界で初めての「顔認知」に

特化した研究領域であり、今後も何らかの形でこの素晴らしい研究体制を継続して、さらなる成果をあげ

ることを期待している。 

 

審査部会における所見 

Ａ （研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

１．総合所見 

 本研究領域は、心理学、脳科学、基礎医学、臨床医学、工学、情報学などの幅広い研究分野を統合し、

人間が社会生活や社会的コミュニケーションを行う際に重要な顔認知機能の解明を目指したものである。

領域全体として多くの研究知見が報告されており、当初の目的に照らして、期待どおりの成果が得られた

と考えられる。特に、乳幼児の発達に関する研究では予想を上回る成果を上げており、また、ニホンザル

の顔データベースが作成された点は、今後の研究につながるという点で貴重な成果であると言える。計画

研究、公募研究ともに、多くの優れた成果を上げており、我が国の研究レベルの向上という観点からも評

価できる。 

 その一方で、顔認知障害の病態解明と治療という目標に関しては、十分に達成したとは言えず、今後こ

の分野で、各種の機能計測間の連携や、融合的な研究法の開発が活性化する基盤となることが期待される。 

 

２．評価に当たっての着目点ごとの所見 

(a) 研究領域の設定目的の達成度 

 神経科学的な計測を中心として多様な学際的領域からなる「顔認知」という新規・融合領域の創成とい

う目的を十分に達成したと言えるが、各種機能計測を連携させ、融合するような研究法の開発・推進につ

いては、今後に期待したい。 

 異分野連携の共同研究については、文理の垣根を超えた共同研究が顔認知メカニズムのもとで進められ

たことは評価できるものの、臨床的目標に向けた異分野連携の共同研究は、やや少ない印象を受ける。 

 乳児を対象とした顔認知の発達過程の研究は、独創的な研究手法を開発することで、特筆すべき成果を

上げた。また、ニホンザルの顔データベース作成は、今後多くの研究者が利用できる貴重な基礎資料とな

るものである。発達障害児からサルの顔認識まで、幅広く学際的な研究成果が得られたことから、新視点・

手法の共同研究に関しては高く評価できる。 

 総じて、本研究領域において学際的な研究を展開することで、多くの研究成果を海外に向けて発信する

ことができたことは、高く評価できる。 

 

(b) 研究成果 

 医学、心理学等の研究者が得た画像データとその解析、あるいは様々な表情画像の作成など、工学系の

研究者との共同作業が成果を生み出し、新たな解析プログラムの開発、鑑別診断法開発等に結実したこと

は、異分野連携の共同研究の成果として評価できる。研究項目A01、A02の神経イメージング研究者が、A04

班の乳幼児心理学者と共同研究を行うことによって、乳児の覚醒時における顔認知の脳活動を世界で初め

て記録する等の成果は、共同研究の成功例と言える。研究項目A03の顔認知障害の臨床的研究については、

研究成果が基礎的な部分に集中しており、今後、より臨床的な共同研究での成果を期待したい。 

 正常児の発達評価法開発、各種発達障害の鑑別法等については、新視点・手法の共同研究の成果として

評価できる。認知実験法では、ニホンザルの顔認識データベース作成や、キメラ画像を用いたものなどに

新視点が見られる。 

 計画研究、公募研究ともに研究業績は国際的に見ても優れており、我が国が立ち遅れている領域として

の目標は十分に達成されたと言える。また、最終年度に国際シンポジウムを開催し、多数の海外研究者と

有意義な研究交流ができたこと、各種メディアへの発信、学術雑誌での特集号、書籍の出版などについて

も積極的に取り組んだ点は、新興・融合領域の創成という観点からも高く評価できる。 

 



(c) 研究組織 

 研究組織は幅広い分野の研究者により構成され、異分野連携を進める上で有効に機能していたと思われ

る。一方で、各種機能の画像データの解析や計測データを統合して分析する上では、数学や情報学等の研

究者の強化が図られるとよかった。 

 

(d) 研究費の使用 

 研究費の使用は適切であり、特に問題点はなかった。 

 

(e) 当該学問分野、関連学問分野への貢献度 

 当該学問分野や関連学問分野への貢献度は高いものであると評価できる。ただし、顔認知に関する障害

の病態解明・治療や、顔認知にかかわる神経回路の同定にまでは至っておらず、今後のこの分野の発展に

伴う波及効果に期待したい。 

 

(f) 若手研究者育成への貢献度 

 若手研究者育成に対して、十分な貢献がなされていると評価できる。特に、fMRIによる機能画像研究の

普及や研究者の育成に努めたことで、独立してfMRI解析を行える若手研究者が育っている。今後の我が国

の脳機能イメージングの普及への貢献が期待できる。 

 

 


